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～市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会～

ふくしま駅伝ふくしま駅伝
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　会津坂下町を朝 5時に出発し、スタートとなる白河
市総合運動公園陸上競技場に駆けつけた12名の町民の
みなさん。
　応援メッセージとメガホンを片手に 1区・ 3区・ 7
区・13区・16区の 5区間を応援しました。
　選手の力走に応援の方々も熱が入り、『ふくしま駅
伝』の迫力を肌で感じていました。
　ぜひ、来年もたくさんの応援バスの参加者をお待ち
しております。

区　間 名　前 所　　属 タイム 区間 総合
第 1区 北村　美樹（葵 高 校 1 年）15’08（4.0㎞） 34 34
第 2 区 宇内　和大（喜多方桐桜高校 3年）27’30（8.2㎞） 30 29
第 3 区 遠藤　和栄（農 業）21’32（5.8㎞） 46 35
第 4 区 永山　義信（会津坂下町役場）24’05（7.3㎞） 16 27
第 5 区 永山　惠新（喜多方高校 2年）23’17（6.7㎞） 22 25
第 6 区 田中　雄太（川崎市小学校教員）28’27（8.3㎞） 18 24
第 7 区 坂内　　圭（坂下中学校 1年）20’36（5.4㎞） 40 24
第 8 区 関口　渉友（坂下中学校 2年）19’56（5.6㎞） 34 24
第 9 区 戸内基宮子（坂下中学校 3年）10’27（2.8㎞） 8 24
第10区 田代　直希（郡 山 自 衛 隊）27’03（9.2㎞） 8 21
第11区 仙波　麻理（喜多方高校 2年）16’34（3.9㎞） 24 21
第12区 加藤　秀法（㈱ コ メ リ）23’35（7.0㎞） 18 21
第13区 五十島秀平（会津農林高校 3年）16’22（4.8㎞） 16 21
第14区 佐藤　　祥（喜多方桐桜高校 3年）19’26（5.7㎞） 10 20
第15区 三瓶　和花（坂下中学校 1年）13’08（3.4㎞） 21 21
第16区 田中　啓太（会津坂下町役場）26’55（8.4㎞） 6 20



町の部 第６位 （総合第２０位） 総合成績（町の部）
第 1位　三　　春　5時間24分16秒
第 2位　鏡　　石　5時間26分55秒
第 3位　会津美里　5時間30分02秒
第 4位　猪 苗 代　5時間31分37秒
第 5位　石　　川　5時間33分26秒
第 6位　会津坂下　5時間34分01秒

田代直希選手（第10区）
区間賞獲得!!区間賞獲得!!

◇前半
　今年も『町の部優勝』を目指す三春町を中心にレースが展開された。初出場となった第 1区：北村美樹選手
はプレッシャーに負けない走りで第 2区：坂下の高校生エース宇内和大選手へ。第 3区は遠藤監督が自ら激走
を見せ、第 4区：永山義信主将へつないだ。坂下のエース永山は大幅に順位をあげ、昨年と同じ区間を任され
た第 5区：永山惠新選手へ。ふるさとのために帰省して走った第 6区：田中雄太選手とつなぎ、前半戦の最終
ランナー第 7区：坂内圭選手へ。町の部第 9位で前半のゴール郡山市開成山陸上競技場へ。
◇後半
　上位入賞を目指して、第 8区：関口渉友選手が『日頃の練習の成果を発揮できた』と良い位置で後半戦がス
タート。第 9区：戸内基宮子選手は町の部：区間賞にあと 3秒の素晴らしい走りを、さらに第10区：田代直希
選手は圧巻の走りで 2年連続町の部：区間賞を獲得。その後、第11区：仙波麻理選手、第12区：加藤秀法選手、
第13区：五十島秀平選手とつなぎ、第14区：佐藤祥選手も区間賞にあとわずかの走りで第15区：三瓶和花選手
へ。アンカー田中啓太選手はチームメイトや応援バスのみなさんの声援を背に区間賞にあと 1歩、期待通りの
走りを見せ、町の部第 6位で県庁のゴールテープを切った。

レース経過

遠藤和栄選手兼監督（第3区）最年長
選手に贈られるサントリー賞受賞
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　第24回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会は
11月18日（日）に白河市総合運動公園陸上競技
場スタート～福島県庁ゴール（96.5 ㎞）で開催
されました。
　会津坂下町チームは『ひとりの力が…みんな
の力に…！』を大会に臨むテーマとして町民の
みなさんに元気と勇気、そして感動を伝えたい
と最後まで諦めない走りをしました。
　結果は昨年に及ばず第 6位という結果でした
が、選手一人一人の力走が10年連続で入賞を果
たしました。
　報告会では早くも今大会よりも第25回大会で
好成績を修める事を誓い合いました。
　沿道やテレビ・ラジオの前での皆さんの応援
が選手の頑張りを後押ししてくれました。
　応援ありがとうございました。



男女共同参画川柳コンクール

私が作る朝ごはんコンテスト

よい歯の子

緑のカーテンコンクール
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。
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赤い羽根募金ありがとう

会津自動車学校「シートベルト体験」 保育所・幼稚園・小学校・中学校の書写・絵画展

軽トラ市「農産物・加工品等販売」 保健推進員によるハンドマッサージ
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認定調査
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定
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）

・自立
・要支援１
・要支援２
・要介護１
・要介護２
・要介護３
・要介護４
・要介護５
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介
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介
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介
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介
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介
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保
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介
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す
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介
護
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ま
す
。

医
療
保
険
の
場
合
、
健
康
保
険
証
を
持

っ
て
医
療
機
関
に
行
け
ば
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
介
護
保
険
で
は
、

介
護
保
険
証
を
出
し
て
も
、「
介
護
認
定
」

を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
認
定
を
申
し
込
む
と
、
訪
問
調
査
、

介
護
認
定
審
査
会
を
経
て
認
定
結
果
が
出

る
ま
で
に
、
1
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

介
護
認
定
に
は
主
治
医
の
意
見
書
も
必
要

に
な
る
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
「
か
か
り
つ

け
医
」
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

介
護
認
定
は
、
非
該
当
、
要
支
援
1
〜

2
、
要
介
護
1
〜
5
の
8
つ
の
段
階
に
分

か
れ
ま
す
。
要
支
援
・
要
介
護
の
い
ず
れ

か
に
認
定
さ
れ
た
場
合
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

（
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
）
を
作
成
し
、
事

業
所
を
選
ん
で
契
約
し
事
業
所
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
認
定
結
果
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
も
決
め
ら

れ
て
き
ま
す
。

な
お
、
支
給
限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
こ
の

場
合
は
10
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

介
護
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
！

介
護
保
険
は「
支
え
合
い
」で
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
介
護
認
定
が
必
要
で
す

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

介
護
サ
ー
ビ
ス
を　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を　

受
け
る
ま
で
の
流
れ

受
け
る
ま
で
の
流
れ
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サ
ー
ビ
ス
は
大
ま
か
に
「
在
宅
サ
ー
ビ

ス
」、「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」、「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
の
3
つ
に
分
か
れ
、
当
町
で

は
、
次
の
13
種
類
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
利
用
者
の
約
7
割
の
方
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
派
遣
さ
れ
る
訪
問
介

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば
れ
る
通
所
介

護
、
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
の
「
在

宅
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
代
表
的
な
も
の
に
は

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
が
あ
り
ま
す

（
当
町
で
は
「
寿
楽
荘
」
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
）。
増
加
す
る
要
介
護
者
に
施
設

整
備
が
な
か
な
か
追
い
つ
い
て
い
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
施
設
に
申
し
込
み
を
し
て

も
、
要
介
護
度
に
応
じ
た
入
所
の
順
番
が

あ
る
た
め
、
年
単
位
で
順
番
を
待
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
期
は
さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
体
調
を
崩
し
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
要
介
護
状
態
に
な
る
と
、
元
気
な
時

に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
、
家
族
介
護

の
問
題
は
勿
論
の
こ
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
の
費
用
も
発
生
し
て
き
ま

す
。「
自
分
は
ま
だ
元
気
だ
か
ら
介
護
な

ん
て
関
係
な
い
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
に
、
自
分

ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、
元
気
な
う
ち

か
ら
予
防
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。

日
常
生
活
の
な
か
で
体
を
動
か
す
習
慣

を
つ
け
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

取
っ
た
り
し
て
、
健
康
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

窓
口
に
な
っ
て
い
る
の
が
、「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
こ
こ
は
高
齢

者
に
関
わ
る
総
合
相
談
窓
口
で
も
あ
り
ま

す
。
お
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
84
‐
2
7
0
0

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）

・
介
護
老
人
保
健
施
設

【
居
宅
サ
ー
ビ
ス
】

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）

・
訪
問
看
護

・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）

・
短
期
入
所
療
養
介
護

・
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

・
福
祉
用
具
貸
与

・
特
定
福
祉
用
具
販
売

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
】

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

施
設
は
待
機
者
が
多
い

介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
な

心
が
け
を
！

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

会津坂下駅

町民体育館
坂下南幹線

中央公園

中央・坂下
公民館

◎役場

地域包括
支援センター

（旧坂下保健所）



②生ごみを減らしましょう
１．まず、ごみにしない
・食材を残さないよう、計画的な買い物をしましょう。
・料理は残さず食べましょう。
・食材は最後まで使い切りましょう。（調理済み野菜などの利用も効果的です。）

２．水にぬらさない
・野菜の使えない部分は、最初に切り落としてから洗いましょう。
・玉ねぎの皮など初めから乾いているごみは、水分を含む生ごみと別に捨てましょう。
・三角コーナーなど利用している場合は、水のかからないところにおきましょう。

３．乾燥・たい肥化する
・捨てる前にもう一度、水切りをして、できるだけ水分を減らしましょう。
・コンポストや電動式生ごみ処理機を利用しましょう。

8

年末でごみの多くなる季節です

ごみの減量へご協力を!!
①資源分別を行いましょう

【空き缶】
空き缶は、缶の下側にあるマークをよく見て、「アルミ」と「スチール」に分別して、指定され

た容器に出してください。その際に、アルミ缶など手でつぶれるものは必ずつぶしてください。

【プラ容器】
　中身を空にして、水ですすぎ、カレンダーの「資源」または「プラ」の日に出してください。

【ペットボトル】
ペットボトルは、キャップとラベルを外して、キャップとラベルは「プラ製容器包装」へ。本体
は「ペットボトル」へときちんと分けて出してください。その際本体は、つぶしてください。

【新聞紙】・【雑誌・広告類】・【ダンボール】
それぞれ分別し、ひもで十文字にしばって（粘着テープで留めるのはやめてください）出してく
ださい。

【牛乳パック】
　中をきれいにすすいで、乾かし、開いた状態で出してください。

【雑がみ】
ビニールや粘着テープなど、紙以外の物を取り除いてから出してください。（雑がみの例：ティ
ッシュペーパーの箱、包装紙、カレンダー、お菓子等の紙箱、紙袋、封筒など）

汚れたままの物を資源物に出さないようにしましょう!!
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どうしても、資源にできないごみは・・・

可燃ごみ専用袋（黄色の袋）

不燃ごみ専用袋（緑字の袋）

おむつ専用袋（ピンクの袋）

エコドライブ講習会が開かれました
　11月 7 日、中央公民館にて、エコドライブ講習会が開催されまし
た。環境美化推進員の方をはじめ、町内外から約80名の方の参加を
いただきました。講師であるJAFの堀川氏からはエコドライブの必
要性や具体的な取組み方法について、お話をいただきました。

○発進する時
発進は、一呼吸おいてそれからアクセルを徐々に踏み込みましょう。
○動いている時
加減速の繰り返しは、燃料を消費します。車両間隔を多めにとり、先の状況をよく見て早めに対処し
ましょう。
○減速する時
停止するときは、早めにアクセルから足を離して、エンジンブレーキで減速する時間を増やしましょ
う。
○停止している時
少しの時間でも、待ち合わせや買い物をする場合には、エンジンを切りましょう。

・設定温度を調整する、「内気循環」にするなど、エアコンの利用を工夫しましょう。
・使わない荷物は降ろしましょう。
・経路を確認し、渋滞を避けるなど計画的な運転をしましょう。

【問い合わせ先　戸籍環境班（⑨番窓口）TEL84-1500】

子供会や婦人会などで集まる際にご活用ください。
①よくわかる分別排出のポイント（プラスチック製容器包装について）
　分別後のプラスチックの行方や判断の難しいものの分別方法などをご紹介しています。
②エコドライブのすすめ（エコドライブのポイントをわかりやすく解説しています。）
燃料の使用を抑えるエコドライブについて、具体的な実車での映像を入れながらわかりやすく解

説しています｡ 各20分程度です。貸出を希望される方は、戸籍環境班までお問い合わせください。



《「こたけちやん」ＰＲのぼり旗を作成しました！》

次期大河ドラマ「八重の桜」に登場する「中野竹子」を通じて当町を広くＰＲするた
めに、『こたけちゃん』のぼり旗を作成しました。中野竹子の墓がある法界寺を中心と
して町内各所に設置しお客様のおもてなしをしてまいります。

《「バンビィ」ゆるキャラデビュー！》

町のイメージキャラクター「バンビィ」の着ぐるみ
を作成し、ゆるキャラデビューしました。
バンビィの周りには子ども達が集まり大人
気！これから様々なイベントや観光ＰＲに活
躍してくれます。
町民の皆様もどうぞ可愛がってください。

【問い合わせ先　商工観光班　TEL 83-5711】

10

黒船来航から「中野竹子」が戦死する会津戦争までの歴史⑵
1866年（慶応二年） 1月、坂本龍馬の斡旋により薩長同盟が結ばれ、両藩は倒幕運動に動きだします。 7

月には将軍家
いえ

茂
しげ

が亡くなり、12月 5 日一橋慶
よし

喜
のぶ

に将軍宣旨が下ります。同月25日、公武合体派の松平容
かた

保
もり

に
絶大な信頼を寄せていた孝明天皇が崩御します。
1867年（慶応三年）10月 3 日土佐藩主山内容堂は、幕府に大政奉還を建白します。13日薩長に倒幕の密勅

が下り、14日将軍慶喜は倒幕派の先手をうって大政奉還を朝廷に奉請しました。11月には坂本竜馬が暗殺さ
れ、12月 9 日倒幕派は王政復古を強引に宣言し、小御所会議を開いて、徳川慶喜の辞官・納地の奉請を決定
しました。さらに薩長は、江戸総攻撃の口実をつくるために江戸で挑発行為を繰り返しました。この策略に
乗せられた旧幕府側は、江戸薩摩藩邸を焼き討ちしました。
　1868年（慶応四年） 1月慶喜のもとにこの事件が届けられ、旧幕府・会津藩・桑名藩を中心とした約一万
五千人の兵を京都に進撃することを命じます。これを向かえ打つ薩長土芸軍約五千人と鳥羽・伏見で激戦と
なります。この戦いで、旧幕府軍は薩長軍の最新式銃器に苦しみながらも戦い、会津藩大砲奉行林権助は、
被弾し顔が削がれてもなお指揮を執り続けました。
しかし、淀藩や藤堂藩（津藩）などの裏切りで総崩れとなり、慶喜、容保らは、敗残兵を残し海路で江戸

に脱出しました。薩長軍が勝利したことで、朝敵として慶喜追討が発令されました。慶喜は江戸で戦傷した
会津藩士を見舞いますが、藩士の高津忠三郎に大声でなじられます。彼は、後に会津で暴挙を働いた民政局
の久保村文四郎を束松で惨殺した一人です。慶喜は上
野寛永寺で、容保は会津に帰国して謹慎しました。
このとき、軍事奉行添役の神保修理は、慶喜東帰を

画策した嫌疑をかけられ切腹します。同年 3 月、勝海
舟と西郷隆盛の会談により江戸城が無血開城され、江
戸を占拠した薩長軍は上野の戦いで勝利し、北越戦争
を経て会津に向い進軍します。

【問い合わせ先　文化振興班　TEL 83-2234】

鳥羽・伏見の戦いで進軍する会津藩



町史編さんだより

は
る
か
な
お
も
い
で

会
津
坂
下
町
史『
近
代
・
現
代
』

学
校
文
書
よ
り「
川
西
小
学
校
」（
発
売
中
）

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
） 

、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
と
校
長
の
年
一
回
の
教
育
懇
談
会
で
小
学
校

統
合
問
題
が
さ
さ
や
か
れ
た
。
八
日
沢
、
見
明
、

大
上
は
八
幡
小
に
、
宇
内
、
津
尻
、
長
井
、
袋

原
は
広
瀬
小
に
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
驚
が
く

が
走
る
。
早
速
、
地
元
議
員
や
公
民
館
長
の
活

動
に
よ
り
、
広
く
地
区
民
の
団
結
と
連
帯
感
の

表
明
で
あ
る
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
様
々
な
問

題
を
乗
り
越
え
て
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八

四
）
に
川
西
小
学
校
々
舎
は
新
た
に
生
ま
れ
変

わ
る
。
こ
の
間
の
年
月
の
同
地
区
の
思
い
は
、

「
小
学
校
が
な
く
な
る
と
言
う
事
は
地
域
が
な

く
な
る
、
伝
統
と
文
化
を
愛
す
る
地
域
を
残
す

に
は
、
小
学
校
改
築
し
か
な
い
と
の
認
識
で
地

区
民
が
一
つ
に
団
結
で
き
た
」（『
は
る
か
な
お

も
い
で　

か
わ
に
し　

記
念
誌　

二
〇
〇
八
・

三
』
よ
り
）
こ
と
に
尽
き
る
。
そ
の
「
伝
統
と

文
化
」
は
、
同
地
区
に
存
在
す
る
多
く
の
伝
説

や
遺
跡
、
そ
し
て
宇
内
薬
師
如
来
（
国
指
定
重

要
文
化
財
）
を
代
表
と
す
る
仏
教
文
化
に
裏
打

さ
れ
て
い
る
。
町
史
『
近
代
・
現
代
』
学
校
文

書
の
郷
土
誌
に
も
「
伝
統

と
文
化
を
愛
す
る
」
人
々

の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
、
最
初
の
小
学
校
が
笊

屋
敷
（
八
日
沢
）
に
設
立

さ
れ
た
時
に
、
学
校
名
を

「
弘
毅
学
校
」
と
し
た
。

そ
の
年
は
一
斉
に
、
他

地
区
で
も
小
学
校
が
設

立
さ
れ
る
が
、
村
名
を

付
け
て
い
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
同
地
区
の
教

育
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
意

気
込
み
が
伝
わ
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。　

論
語
は
、「
士
は
以
っ
て
弘
毅
な
ら
ざ
る
べ
か

ら
ず
」
と
教
え
る
。
指
導
者
は
度
量
が
広
く
、

意
志
が
強
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
い
の
意
味
で
あ
る
。

戊
辰
戦
争
か
ら
五
年
、
日
新
館
は
既
に
無
く
、

こ
れ
か
ら
の
子
供
達
の
教
育
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
寺
子
屋
か
ら
小
学
校

へ
と
時
代
の
過
渡
期
の
中
で
、
儒
学
は
連
綿
と

し
て
人
々
の
行
動
規
範
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
そ

の
例
と
し
て
、
同
郷
土
誌
の
作
者
は
、
明
治
二

十
二
年
（
一
八
八
九
）、
川
西
村
長
職
に
就
い

た
大
島
八
野
右
衛
門
（
大
上
出
身　

当
時
四
十

二
歳
）
を
郷
土
開
発
の
功
労
者
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
。

当
時
の
川
西
地
区
は
旧
宮
川
（
鶴
沼
川
）
に

沿
い
な
が
ら
、
会
津
地
方
の
河
川
が
合
流
す
る

阿
賀
川
に
臨
む
形
状
を
な
し
、
昔
か
ら
水
害
の

心
配
が
耐
え
な
か
っ
た
。
一
朝
大
雨
が
降
れ
ば
、

会
津
地
方
の
大
小
の
河
川
は
阿
賀
川
に
注
ぎ
込

ん
で
氾
濫
し
、
そ
の
出
口
を
求
め
て
逆
流
す
る

水
は
沿
岸
数
ヶ
町
村
の
田
を
浸
水
さ
せ
堤
防
を

破
壊
し
た
。
こ
の
阿
賀
川
改
修
工
事
に
取
り
組

ん
だ
の
が
、
大
島
村
長
で
あ
っ
た
。
六
期
に
亘

る
不
撓
不
屈
の
活
動
は
、
風
俗
の
矯
正
の
た
め

の
婦
人
会
や
青
年
会
、
そ
し
て
学
校
基
本
財
産

の
た
め
の
「
備
荒
貯
金
の
制
」
を
生
む
。
そ
の

村
政
に
か
け
る
姿
勢
は
、「
弘
毅
」
の
名
に
相
応

し
い
。
ま
た
、
同
郷
土
誌
の
作
者
は
、
同
地
区

の
風
俗
・
慣
習
・
伝
説
も
記
録
し
つ
つ
、
子
供

達
の
日
常
に
や
さ
し
い
目
を
注
い
で
い
る
。
例

え
ば
、
子
守
歌
や
お
手
玉
歌
な
ど
多
数
の
伝
承

歌
を
収
録
し
て
い
る
（
今
で
は
歴
史
的
な
史
料

に
な
り
、
子
供
さ
え
知
ら
な
い
の
で
、
町
史

『
近
代
・
現
代
』
学
校
文
書
の
購
読
を
お
勧
め

し
ま
す
）。
三
々
五
々
、
子
供
達
が
集
ま
り
お

手
玉
遊
び
を
し
て
い
る
風
景
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
幼
児
を
背
負
い
子
守
を
す
る
子
供
も

い
た
だ
ろ
う
。
歌
の
内
容
は
当
時
の
「
今
」
を

語
っ
て
お
り
、
歌
い
な
が
ら
数
え
方
や
言
葉
を

覚
え
て
い
く
教
育
効
果
も
あ
る
よ
う
だ
。

当
時
は
全
国
に
小
学
校
に
行
か
な
い
多
く
の

子
守
児
童
が
お
り
、
そ
れ
が
不
就
学
の
原
因
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
。
ド
ラ
マ
「
お
し
ん
」
の
主

人
公
も
子
守
児
童
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
義

務
教
育
と
は
い
え
授
業
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
い
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
あ
り
、
更
に
子
供

を
農
作
業
の
労
働
力
と
見
な
す
風
潮
が
強
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

尋
常
小
学
校
の
授
業
料
の
無
償
化
が
始
ま
る

の
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
の
第
三

次
小
学
校
令
か
ら
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
で
は
十
九
世
紀
後
半
に
小

学
校
段
階
で
の
義
務
教
育
の
無
償
化
が
確
立
し

て
い
る
。
後
発
の
日

本
が
欧
米
並
み
の
国

民
国
家
の
建
設
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、

国
を
守
る
の
は
国
民

の
義
務
で
あ
る
と
い

う
「
国
民
」
と
い
う

考
え
方
を
浸
透
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
無
償
で
全

国
一
律
の
義
務
教
育
の
実
施
が
必
要
条
件
で
あ

っ
た
。
そ
れ
故
、
村
々
で
幻
燈
会
を
開
催
し
保

護
者
へ
の
啓
発
活
動
や
、
女
子
就
学
促
進
の
た

め
小
学
校
に
裁
縫
課
の
設
置
（
明
治
二
十
六
年

‐
一
八
九
三
）
を
勧
奨
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日

清
戦
争
以
降
（
明
治
二
十
八
年
‐
一
八
九
五
）

に
本
格
化
す
る
。
戦
争
が
総
力
戦
に
な
る
と
女

子
も
国
力
の
担
い
手
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
地
方
で
は
子
守
児
童
の
た
め
の
託
児

所
を
小
学
校
内
に
設
け
る
地
域
も
数
多
く
現
れ

る
。
大
正
年
間
、
全
国
で
は
こ
の
よ
う
な
取
組

み
で
女
子
の
就
学
率
が
驚
異
的
に
伸
び
、
男
子

の
二
倍
強
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
郷
土
誌
に

も
小
学
校
側
の
自
主
的
な
取
組
み
と
し
て
記
録

が
残
っ
て
お
り
、
町
史
『
近
代
・
現
代
』
通
史

編
の
大
正
期
の
就
学
児
童
数
・
就
学
率
一
覧

で
、
そ
の
効
果
の
程
が
う
か
が
え
る
。
小
学
校

へ
の
女
子
の
就
学
率
は
全
地
区
と
も
百
㌫
に
近

い
が
、
平
均
す
る
と
川
西
地
区
が
や
や
高
い
。

こ
れ
は
、「
伝
統
と
文
化
を
愛
す
る
」
同
地
区
と

小
学
校
が
一
体
と
な
り
教
育
に
取
り
組
ん
だ
証

と
も
解
さ
れ
る
。
前
掲
の
『
は
る
か
な
お
も
い

で　

か
わ
に
し
』
の
中
の
一
文
「
川
西
小
学
校

が
閉
校
と
な
っ
て
も
、
還
暦
と
言
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
あ
と
六
十
年
も
し
た
ら
、
再
び
新

し
い
川
西
小
学
校
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
、

そ
ん
な
夢
を
見
て
お
り
ま
す
。」
か
ら
も
う
か

が
え
る
よ
う
に
、
同
地
区
の
人
々
の
小
学
校
へ

の
思
い
は
強
い
の
で
あ
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
2
2
3
4
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平成20年　川西小学校

昭和36年頃　川西小学校

昭和27年頃　運動会



食育だより

夏野菜スープ
若宮幼稚園年長
河原田　大樹さん

わたしの元気！モーニングセット
坂下小学校 3年
桑原　希さん

まごにやさしい夏！野菜パレード
坂下小学校 6年
青木　亨諭さん

野菜たっぷり朝食
坂下中学校 3年
笠井　奈甫さん

12

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

その36

～幼稚園児・小中学生が朝ごはん作りにチャレンジ！～
会津坂下町学校給食センターでは、学校・家庭・地域と連携を図りな

がら食育を推進し、子どもたちに望ましい食習慣を身に付けさせようと
取り組んでいるところです。
今年は、食育事業の一つとして、「わたしが作る朝ごはんコンテスト」

を実施しました。夏休みに、幼稚園児は、お家の方と一緒に朝ごはんの
おかずを一品、小学校下学年生は自分一人で作れるおかずを一品または
朝ごはん 1食分、小学校上学年生と中学生は朝ごはん 1食分を作り、応
募して頂きました。
小学校上学年生と中学生は、10月21日に中央公民館において、二次審

査会を開催いたしました。

☆★☆★11月19日（食イクの日）おすすめレシピ☆★☆★

＜材料＞
ゆでたほうれんそう 20g
しめじ  3～5本
かにかまぼこ 1本
だし汁 150㏄
卵 1個
しょう油・塩 少々

＜作り方＞
①ほうれんそうとかにかまは、２㎝長さに切る。
②溶いた卵にだし汁を混ぜ合わせる。
③マグカップに①としめじを入れ、②を流し入れる。
④アルミホイルでふたをし、上部にようじで５ヶ所程穴を開け、レンジ弱
（200W）で約7分加熱して出来上がり。
※夏は、なすやわけぎなどの野菜を入れてどうぞ！

おすすめ朝ごはんメニュー
広瀬小学校２年　松本 拓真さん

幼稚園の部 小学校下学年の部 小学校上学年の部 中学校の部

小学校上学年の部 中学校の部 朝ごはんの彩りや味、材料の
組み合わせを審査する審査員

二次審査会

一次審査会（給食主任による審査）



図書室だより

中央公民館図書室　TEL 83-3010（定休日 : 第２火曜日）

一般
向け ぼおるぺん古事記；1：天の巻 一般

向け
俳画をはじめませんか
：入門手本―四季おりおり

こうの史代/著
平凡社　（2012年5月出版）

岩佐政穂/著
日貿出版社　（2009年1月出版）

分類番号
913.2

ジャンル
上代の物語文学

分類番号
724.1

ジャンル
日本画・俳画

今年は日本最古の歴史書「古事記」編纂1300年の
記念の年でした。日本や日本人のルーツを求めて手
に取る方も多かったようです。やさしく現代語訳さ
れたものなど、入門書は数多くありますが、本作は
台詞・本文が原文（書き下し文）のまま省略無しで
描かれているにも拘らず、大変わかりやすくお薦め
です。大らかで、愛らしく、時に残酷。細部まで考
えられた漫画表現が秀逸です。

この本では、初心者向けに用具の並べ方から、基
本的な筆遣いや表現法がやさしく解説されていま
す。また、春夏秋冬をテーマに各十数枚の作画プロ
セスを写真で詳解。仮名・変体仮名や落款について
の説明、色紙や額装のしかた、十二支の年賀状の書
き方など実用的な作品と添削例も多数掲載した俳画
入門書です。今年の年賀状作成は俳画に挑戦してみ
ませんか。

こども
向け

くりすますのまえのばん
：サンタクロースがやってきた

子ども
向け 黄金の燕（天山の巫女ソニン；1）

クレメント・ムア/詩、
タシャ・チューダー/絵
偕成社 （1980年11月出版）

菅野雪虫/著
講談社 （2006年6月出版）

分類番号
E

ジャンル
外国の絵本

分類番号
K913F

ジャンル
日本のファンタジー

クリスマスのまえのばん、しずまりかえったいえ
のなか、ものおとにきづいたおとうさんがまどのそ
とをみてみると、ソリにのってそらからようきなお
じいさんが･･･サンタクロースのイメージを決定付
けたといわれるムアの詩にターシャが美しく生き生
きとした絵で命を吹き込みました。80年初版本。

著者は南相馬市出身。2005年に本作で第46回講談
社児童文学新人賞を選考会満場一致で受賞しデビュ
ーしました。少女ソニンは「夢見」の才を見込まれ、
生まれてすぐに巫女たちの住む天山に引き取られて
修行していましたが、12歳で運命が大きく変化する
ことに…。前向きに誠実に運命に退治するソニンの
物語が始まります。

中央公民館図書室では、12月29日（土）～１月３日（木）までの間、年末
年始休業とさせていただきます。
業務再開は、１月４日（金）になります。（朝８時半から通常通り開室します）
ご了承ください。

気がつけばもう師走。今年も残すところあとひと月となりました。一年の締めくくりは多忙な日々
が続きますが、読書で少しゆったりした時間を過ごすのも良いものですね。
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農業委員が目を光らせています
　農業委員会では今年 6月と10月に農地の利用状況を調査
するための農地パトロールを実施しました。

遊休化している農地

農地への不法投棄

農 地 の 転 用 状 況 パトロール実施

　今回の調査では様々な遊休化した農地や、違反転用の疑いの
ある農地が見つかりました。所有者の方に今後、地区担当農業
委員からお話をさせていただきます。荒れた農地を元に戻すに
は所有者の方の理解と協力が必要です。遊休農地の解消に努め
ていきますのでお気軽にご相談をお願いいたします。
　農地を売りたい、農地を貸したい等のご要望がありました

ら、地区担当農業委員または、ＪＡ会津みどり農協、町農業委員会へご相談ください。
　今後も農地の遊休化は発生しやすい傾向にあると思われますが、農業委員会では優良農地の維持のた
めの監視活動を続けながら、また農業者の方の意見を聞きながら、町の農業政策に反映させていきたい
と考えております。
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農業委員選挙人名簿登載申請書の提出について
　農業委員会では、毎年 1月 1日現在での農業委員選挙人名簿を作成しています。区長（旧坂下地
区は農事組合長）を通じて対象世帯に登載申請書を配布しますので、下記の期日までに区長（旧坂
下地区は農事組合長）に提出してください。個人に直接郵送された方は直接農業委員会に提出して
ください。提出されない場合は、一年間選挙人名簿に登載されませんので、忘れずに提出をお願い
します。

提出期限：平成25年1月4日（金）

【問い合わせ先　農業委員会　TEL84-1534】



まちの話題
TOWN TOPICS

ご寄付に感謝します
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　10月25日、黒澤このみさん（上
町）が第27回国民文化祭とくしま
2012民謡民舞の祭典（全国大会）
への出場報告に町役場を訪れた。
黒澤さんは、「いつも通り楽し
く歌いたい。できれば来年10月に
行われる全国大会の出場権が与え
られる10位以内を目指したい」と
抱負を語った。

坂下中学校に
オリンピック選手が来校

黒澤このみさん、民謡で
第27回国民文化祭出場

　10月19日、ロンドンオリンピッ
クボクシング代表の須佐選手、清
水選手、レスリング女子代表の小
原選手が坂下中学校に来校。
　フリートークでは、須佐選手は
「小さい頃から習い事など色々や
っていたが、やらされていたので
はなくすべて自分の意志でやって
いた。それが大事。」と、清水選
手は「ＯＮとＯＦＦを割り切って
やってきた。」と、小原選手は「21
歳までにオリンピックに出場が夢
だったが、31歳までかかった。で
も、あきらめなければ必ず夢は叶
う。」と話した。
　最後に、小原選手がオリンピッ
ク選手の凄さをバランスボールの
上に立ってみせ、子どもたちを驚
かせた。

昭和49年度卒業
会津坂下町立第二中学校同級会様

「現金3万円」
子供たちの健全育成の一助になる
ように

歌川新喜さん
法務大臣感謝状贈呈

多年にわたり人権擁護委員とし
て国民の人権の擁護と人権思想の
普及高揚に尽くされた、歌川新喜
さん（ 3期 9年）に法務大臣より
感謝状が贈呈された。

第66回福島県社会福祉大会
において4名が表彰される

　11月 2 日、二本松市民会館にて
開催された第66回福島県社会福祉
大会において、表彰された。
▼民生委員・児童委員として県知
事より感謝状（民生児童委員と
して10年以上在職し、かつ現職
である方）
○堀　　尚子さん（右）
○永山　武雄さん（右 2番目）
○佐藤　高子さん（左 2番目）
▼社会福祉施設・社会福祉団体役
職員功労者として県社会福祉大
会会長表彰（社会福祉協議会理
事として15年在職）
○大竹　　博さん（左）

　10月18日、第23回健康づくり会
津坂下町長杯ゲートボール大会が
開催された。
前日からの雨天により開催が危
ぶまれたが、当日の朝には雨はあ
がり、無事に開催。日中も風が強
く、肌寒いなかでの大会となった
が、寒さを吹き飛ばすほど、元気
にプレーしていた。
昨年に引き続き大竹みゆきチー
ムが優勝した。

健康づくり会津坂下町長杯
ゲートボール大会



お information
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わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
は
、
下
校
後
保

護
者
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
に
、
適

切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。平

成
25
年
4
月
か
ら
は
、
小
学
校

統
合
に
よ
り
ク
ラ
ブ
が
2
カ
所
に
な

る
こ
と
か
ら
、
児
童
健
全
育
成
に
熱

意
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
場
所　

坂
下
南
小
学
校
内
及

び
坂
下
東
小
学
校
内

▼
活
動
時
間　

○
平
日　

下
校
後
〜
午
後
7
時　

○
土
曜
・
長
期
休
業
日
（
シ
フ
ト
制

に
よ
る
）
午
前
7
時
〜
午
後
7
時

▼
活
動
内
容　

活
動
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
・
各
種
活
動
支
援

▼
応
募
資
格　

　

次
の
い
ず
れ
か
を
備
え
る
方

①
保
育
士
又
は
教
諭
の
資
格
を
有
す

る
者

②
児
童
健
全
育
成
に
熱
意
を
有
す
る

者
▼
提
出
書
類

①
履
歴
書
②
資
格
・
免
許
の
写
し

▼
申
込
期
限　

12
月
26
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
の
森

　

☎
83
‐
0
7
0
8

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
わ
ん
ぱ

く
ク
ラ
ブ
」
の
指
導
員
募
集

　

福
祉
班
（
③
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
2
2

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
1

学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

2
月
28
日
（
木
）

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
4
‐
9
2
1
‐
7
4
7
1

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
実
施
日　

12
月
6
日
（
木
）

▼
場
所
・
時
間

　

コ
ー
プ
あ
い
づ
ば
ん
げ

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

福
島
県
会
津
農
業
セ
ン
タ
ー

　

午
後
2
時
30
分
〜
4
時

▼
対
象

①
16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以
上
の
方

は
60
〜
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
の

あ
る
方
）

②
体
重　

男
性
45
㎏

　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

　

流
行
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
町
で
は
、

予
防
接
種
を
以
下
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
ら

な
い
た
め
に
は
、「
手
洗
い
や
う
が

い
を
き
ち
ん
と
行
う
」「
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
」「
栄
養
を
摂
る
」「
疲
労

や
寝
不
足
を
避
け
る
」
な
ど
体
調
管

理
に
十
分
注
意
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

1
月
31
日
（
木
）
ま
で

▼
実
施
機
関

　

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

①
65
歳
以
上
の
方

医
療
機
関
に
備
え
付
け
の
予
診
票

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

②
0
歳
〜
高
校
生
・
妊
婦
の
方

町
内
・
喜
多
方
市
の
医
療
機
関
で

接
種
す
る
場
合
は
、
町
の
予
診
票
が

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
坂
下
・
喜
多
方
以
外
の
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
は
、
病
院
の
予

診
票
を
つ
か
い
、
接
種
料
金
は
い

っ
た
ん
全
額
お
支
払
い
い
た
だ
き
、

後
ほ
ど
、
接
種
済
証
・
領
収
書
・

母
子
健
康
手
帳
・
印
鑑
・
通
帳
を

持
参
し
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
助

成
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

①
65
歳
以
上
の
方　

1
8
0
0
円

（
施
設
入
所
の
方
は
、
1
0
0
0

円
）

②
0
歳
〜
高
校
生
・
妊
婦
の
方

　

1
回
1
0
0
0
円

③
生
活
保
護
世
帯
の
方　

全
額
（
事

前
に
福
祉
班
で
助
成
手
続
き
を
し

た
方
に
限
り
ま
す
）

▼
持
参
品　

被
保
険
者
証
・
健
康
手

帳
ま
た
は
母
子
手
帳

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
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除
雪
作
業
を
安
全
か
つ
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○
側
溝
に
雪
を
捨
て
る
際
は
、
雪
が

つ
ま
っ
て
洪
水
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
路
上
脇
側
溝
に
設
置
し
て
あ
る
開

閉
式
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
雪
を
捨
て

た
場
合
は
車
や
人
が
落
ち
る
な
ど

大
変
危
険
で
す
の
で
必
ず
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

○
道
路
に
雪
を
出
す
と
事
故
等
の
危

険
性
が
生
じ
ま
す
の
で
出
さ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
積
雪
に
よ
り
、
樹
木
の
枝
が
下
が

り
除
雪
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
道

路
に
出
て
い
る
樹
木
の
枝
払
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
消
火
栓
、
防
火
水
槽
、
歩
道
の
除

雪
は
各
地
区
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
は
、
各
戸
の

責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

○
消
雪
道
路
で
は
、
水
が
は
ね
て
通

行
人
や
店
舗
な
ど
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

○
冬
期
間
は
事
故
が
発
生
し
や
す
い

た
め
、
お
年
寄
り
や
通
学
中
の
児

童
・
生
徒
に
は
特
に
注
意
し
、
安

全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
路
上
の
積
雪
が
15
〜
20
セ
ン
チ
以

上
に
な
れ
ば
除
雪
車
が
出
動
し
ま

す
。

※
除
雪
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

必
ず
区
長
・
自
治
会
長
を
通
し
て

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
班
☎
84
‐
1
5
0
6

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て

冬
期
間
（
1
月
〜
3
月
）
は
積
雪

の
た
め
、
一
部
を
除
き
水
道
メ
ー
タ

ー
検
針
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
推
定
の

料
金
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
過
不
足

に
つ
い
て
は
4
月
以
降
の
料
金
で
精

算
し
ま
す
。

▼
水
道
の
冬
じ
た
く
に
つ
い
て

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に
な

る
と
水
道
管
の
凍
結
事
故
が
発
生
し

ま
す
。
給
水
装
置
の
修
理
費
用
は
お

客
様
負
担
に
な
り
ま
す
。
水
道
管
の

凍
結
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
防
寒
の
し
か
た

①
凍
結
防
止
器
（
ヒ
ー
タ
ー
）
を
取

り
付
け
て
い
る
場
合
は
ス
イ
ッ
チ

を
忘
れ
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
毛
布
、
布

等
で
も
有
効
で
す
が
、
ぬ
れ
な
い

よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
等
を
巻

い
て
く
だ
さ
い
。
蛇
口
は
破
裂
し

や
す
い
の
で
完
全
に
包
ん
で
く
だ

さ
い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
等
を
入
れ
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
ダ
ン
ボ
ー
ル

等
を
の
せ
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
と

か
し
ま
す
。
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と

破
裂
や
ヒ
ビ
割
れ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を

巻
き
つ
け
て
応
急
手
当
を
し
て
か
ら
、

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
レ
バ
ー
や
不

凍
栓
が
あ
る
場
合
は
、
栓
を
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

▼
冬
期
間
の
水
道
の
漏
水
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い

冬
期
間
は
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の

破
裂
や
ヒ
ビ
割
れ
な
ど
で
、
漏
水
事

故
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
漏
水
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
、
水
道
メ

ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
水
道

メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
る
時

は
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

上
下
水
道
班
☎
84
‐
1
5
3
0

冬
期
間
の
水
道
に
つ
い
て
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▼子宮がん検診

対 象 者
・20歳以上の女性で、平成25年3月31日までに奇数年齢になる方
・前年度未受診の方
・無料クーポン対象者（今年度中に21・26・31・36・41歳になられる方）

内　　容 子宮頚部の細胞診検査
料　　金 1,400円（病院にて支払い）
期　　間 12月22日まで（指定医療機関の診療日）
場　　所 会津若松市・喜多方市・両沼郡の指定医療機関（受診票に記載）

受診方法 受診票の日時をよく確認し、「受診票」・「健康保険被保険者証」・「クーポン券（対象者のみ）」
を持って指定医療機関（受診票に記載）で受診してください。

▼乳がん検診　※今年度から、年齢により検診内容が変わります。
・40歳～61歳までの方 → 視触診とマンモグラフィ検査の両方（併用検診）
・62歳以上の方 → マンモグラフィ検査のみ

対 象 者
・40歳以上の女性で、平成25年3月31日までに偶数年齢になる方
・前年度未受診の方
・無料クーポン対象者（今年度中に41・46・51・56・61歳になられる方）

【集団検診】
対 象 者 40歳～49歳 50歳～61歳 62歳以上の方

内　　容 ・視触診
・マンモグラフィ（ 2方向）

・視触診
・マンモグラフィ（ 1方向） マンモグラフィ（ 1方向）

料　　金 1,300円 900円 400円
期　　間 12月26日・ 1月25日
受付時間 午前 8時45分～10時・午後 1時～ 2時
場　　所 健康管理センター（℡83-1000）
受付方法 健康管理センターへ電話で予約をしてください。午前 8時30分～午後 5時（平日のみ）
受診方法 「検診受診録」・「クーポン券（対象者のみ）」をご持参のうえ受付してください。
※集団検診の日程で、都合がつかない場合は、坂下厚生総合病院でマンモグラフィ検査のみ受診すること
ができます。（別日に視触診を受診することはできません）

【施設検診（坂下厚生総合病院）】マンモグラフィ検査のみになります。視触診はありません。
対 象 者 40歳～49歳 50歳以上
内　　容 マンモグラフィ（ 2方向） マンモグラフィ（ 1方向）
料　　金 800円 400円
期　　間 平成25年 2月末までの診療日、午後 3時から 1日 3名実施
場　　所 坂下厚生総合病院（℡83-3511）

受付方法 坂下厚生総合病院へ直接電話で受診希望日の一週間前までに予約をしてください。
予約受付時間は午後 1時30分～ 3時（平日のみ）

受診方法 受診当日は、「検診受診録」・「健康保険被保険者証」・「クーポン券（対象者のみ）」をご持参
のうえ、午後 2時50分までに病院受付へおいでください。

婦人科検診

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
い

季
節
と
な
り
ま
す
。
除
雪
や
凍
結
等

に
よ
り
各
ご
家
庭
の
水
道
設
備
が
壊

れ
た
場
合
は
、
直
接
町
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

漏
水
修
理
は
町
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
お
願
い
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
班
☎
84
‐
1
5
3
0

冬期間の水道修繕工事休日当番業者

12月 16（日）・23（日）・24（月）・30（日）・31（月）
美登屋設備工業
TEL 83-3401

1 月 1（火）・2（水）・3（木）・4（金）・5（土）・6（日）・
13（日）・14（月）・20（日）・27（日）

坂下水道
TEL 83-2607

2 月 3（日）・10（日）・11（月）・17（日）・24（日）
あいづリフォームサービス
TEL 83-2693

3 月 3（日）・10（日）・17（日）・20（水）・24（日）・
31（日）

八ツ橋設備
TEL 27-3925
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
そ
の
年
の
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
取

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
1
月
1
日

か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
平
成
24

年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
は
じ
め
て
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
2
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
で
す

　

年
末
年
始
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

▼
役
場
・
中
央
公
民
館
・
中
央
公
民

館
図
書
室
の
休
み

12
月
29
日
（
土
）
〜
1
月
3
日

（
木
）

※
戸
籍
届
出
と
斎
苑
の
受
付
は
、
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

▼
会
津
西
部
斎
苑
の
休
み

　

1
月
1
日
（
火
）
元
旦

▼
ご
み
収
集
の
休
み

　

す
で
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す

「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
と
お

り
収
集
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
は
ご
み
が
多
く
で
ま
す

の
で
、
ご
み
の
減
量
化
・
分
別
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
3
Ｒ
の
推
進
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
12
月
の
し
尿
処
理
の
受
付
は
大
変

混
み
あ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
河
沼
清
掃
㈱
☎
83
‐
4
1
0
3

○
坂
下
清
掃
㈲
☎
83
‐
3
4
1
5

○
㈲
会
津
坂
下
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
2
6
2
6

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

戸
籍
環
境
班
（
⑨
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
0
0

　

中
央
公
民
館
☎
83
‐
3
0
1
0

年
末
年
始
の
窓
口
受
付
業
務

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
う

え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

☎
27
‐
5
3
2
1

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
、
農

業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
で
す
。

　

加
入
は
任
意
で
、
色
々
な
年
金
の

タ
イ
プ
か
ら
現
在
の
状
況
や
将
来
設

計
に
あ
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
ご
家
族

に
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
保

証
が
な
い
タ
イ
プ
の
年
金
も
ご
用
意

し
て
い
ま
す
）

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
、

受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除

の
対
象
に
な
り
、
税
制
面
で
優
遇
さ

れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
0
1
2
0
‐
6ロー
ゴ5
‐
4ヨ
イ

ク

ニ

1
9
2

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度

を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

▼
最
低
賃
金

　

福
島
県
の
最
低
賃
金

【
時
間
額　

6
6
4
円
】

▼
発
効
日　

平
成
24
年
10
月
1
日

※
特
定
の
産
業
に
は
産
業
別
最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
0
2
4
‐
5
3
6
‐
4
6
0
4

厚
生
労
働
省
（
最
低
賃
金
専
用
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.saiteichingin.

info/

（
ウ
ェ
ブ
で
最
低
賃
金
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。）

国
民
年
金
基
金
制
度

使
用
者
も
労
働
者
も
、
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
！

坂下東小学校・坂下南小学校への小学校統合に伴う児童の通学手段の確保のため、町では、平成25年度より路線
バスの運行形態の変更を予定しています。路線バスの運行及び、通学・通園手段の確保に関する第 2回懇談会を下
記により開催しますので、ご参加ください。（どなたでも参加できます。）
▼懇談会日程

地区名 日　　時 場　　所
広 瀬 地 区 12月18日（火）午後 7時から 広瀬公民館
若 宮 地 区 12月19日（水）午後 7時から 若宮公民館
金 上 地 区 12月20日（木）午後 7時から 金上公民館

▼問い合わせ先　教育総務班 TEL 83-2234　政策企画班　TEL 84-1504

平成25年度からの路線バス運行と通学・通園手段の確保に関する第２回懇談会開催
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初
湯
は
元
旦
か
ら
！
お
楽
し
み
に
！

▼
年
末
年
始
の
営
業
情
報

　

12
月
25
日
（
火
）
は
休
ま
ず
営
業

し
、
12
月
29
日
（
土
）
ま
で
営
業
い

た
し
ま
す
。
12
月
30
日
と
31
日
は
全

館
大
掃
除
の
た
め
に
休
み
ま
す
。
1

月
1
日
（
火
）
は
、
午
前
6
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
営
業
い
た
し
ま
す
。

1
月
2
日
（
水
）
よ
り
通
常
営
業
し
、

1
月
6
日
（
日
）
ま
で
休
ま
ず
営
業

い
た
し
ま
す
。

▼
カ
ラ
オ
ケ
の
夕
べ
情
報

　

カ
ラ
オ
ケ
の
夕
べ
「
2
0
1
2
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
」
を
12

月
23
日
（
日
）
午
後
3
時
よ
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

▼
春
日
八
郎
お
も
い
で
館

　

12
月
17
日
（
月
）
〜
3
月
9
日

（
土
）
ま
で
冬
季
閉
館
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　

☎
83
‐
1
3
4
4

冬
本
番
を
む
か
え
、
家
庭
で
も
灯

油
等
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り

防
ご
う
油
の
流
出
事
故
！

▼
事
故
発
生
時
の
対
応

○
油
を
流
出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

ま
た
は
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
布
や
新
聞
紙
等
で
回
収
し
ま
し

ょ
う
。

※
水
で
流
す
と
油
の
汚
染
を
広
げ
て

し
ま
う
の
で
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
河
川
等
に
流
入
さ
せ
て
し
ま
っ
た

場
合
や
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発

見
し
た
場
合
は
、
町
役
場
、
消
防

署
ま
た
は
県
の
地
方
振
興
局
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

戸
籍
環
境
班
（
⑨
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
1
5
0
0

　

情
報
防
災
班
☎
84
‐
1
5
3
3

　

会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
4
1
0
0

　

会
津
地
方
振
興
局
県
民
環
境
部

　

☎
29
‐
3
9
1
2

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

厳
し
い
寒
さ
が
到
来
し
、
ご
家
庭
で

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
あ
ら
た
め
て
火
の
用

心
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

▼
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際
は
取
扱

い
に
十
分
注
意
が
必
要
で
す

①
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ

年
末
年
始
も
火
の
用
心

な
い

③
ス
ト
ー
ブ
へ
給
油
す
る
際
は
、
必

ず
火
を
消
す

④
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
石
油
タ
ン
ク
の

キ
ャ
ッ
プ
が
閉
ま
っ
て
い
る
か
確

認
す
る

⑤
使
用
す
る
燃
料
を
間
違
え
な
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
4
1
0
0

10
月
下
旬
、
喜
多
方
市
内
の
一
般

世
帯
に
、
息
子
を
名
乗
る
男
か
ら

「
風
邪
を
引
い
て
声
が
変
わ
っ
た
。

携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
。」

と
の
電
話
が
あ
り
、
そ
の
後
同
じ
息

子
を
名
乗
る
男
か
ら
「
儲
け
話
に
手

を
出
し
て
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。

1
5
0
万
円
振
り
込
ん
で
も
ら
い
た

い
。
銀
行
か
ら
お
金
を
下
ろ
す
時
、

行
員
に
怪
し
ま
れ
な
い
よ
う
リ
フ
ォ

ー
ム
代
と
話
し
て
預
金
を
下
し
て
。」

と
の
電
話
が
あ
り
、
そ
れ
を
信
用
し

て
指
定
さ
れ
た
口
座
に
1
5
0
万
円

振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
詐
欺
を
疑
う
キ
ー
ワ
ー
ド

○
息
子
や
孫
な
ど
の
身
内
の
名
前
を

名
乗
っ
て
い
る
。

○
声
・
電
話
番
号
・
携
帯
電
話
等
が

「
変
わ
っ
た
。」

○
仕
事
・
借
金
・
投
資
・
異
性
等
で

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成24年10月末現在）

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町
空き巣ねらい 1 1 自販機ねらい 2 1
忍 び 込 み 2 1 車上ねらい 3 3
事務所荒し 1 1 部品ねらい
出 店 荒 し 1 1 強制わいせつ 1
自 動 車 盗 街頭犯罪合計 27 21
オートバイ盗

全 刑 法 犯 113 83
自 転 車 盗 18 13

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

ま
す
。
万
が
一
、
灯
油
タ
ン
ク
か
ら

の
移
し
替
え
や
配
管
の
破
損
等
に
よ

り
河
川
へ
油
が
流
出
し
た
場
合
は
、

火
災
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
下
流
の

水
道
や
農
業
用
水
、
漁
業
等
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
周

辺
の
住
民
の
方
々
に
も
多
大
な
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
処
理
に
か
か
る
費
用

は
原
因
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
油
の
流
出
事
故
を
防

ぐ
よ
う
に
心
が
け
、
次
の
点
に
注
意

し
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
点
検

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
暖
房
器
具
、
配

管
に
亀
裂
や
老
朽
化
が
な
い
か
必

ず
確
認
し
、
異
常
を
見
つ
け
た
ら

早
め
の
交
換
や
修
理
を
依
頼
し
て

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残
量
は
定
期
的

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
タ

ン
ク
内
の
油
の
減
り
方
が
著
し
い

と
き
は
、
油
漏
れ
が
な
い
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
の
た
め
に
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

の
容
量
以
上
の
防
油
堤
（
流
出
防

止
装
置
）
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
取
扱
い
上
の
注
意

○
給
油
中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
な
ど

を
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
不
用
に
な
っ
た
油
は
適
切
に
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
、
明
日
は
我

が
身
か
も

失
敗
し
た
か
ら
「
お
金
が
必
要

だ
。」

○
指
定
し
た
口
座
に
「
振
り
込
ん
で

く
れ
。」

▼
該
当
す
る
電
話
が
あ
っ
た
ら

○
振
り
込
ま
ず
、
家
族
か
ら
元
々
知

ら
さ
れ
て
い
る
番
号
に
か
け
直
す
。

○
振
り
込
ま
ず
、
家
族
や
警
察
に
相

談
す
る
。

○
間
違
い
な
く
家
族
に
確
認
で
き
る

ま
で
、
絶
対
に
振
り
込
ま
な
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
坂
下
警
察
署

☎
83
‐
3
4
5
1
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事業名 日　時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　考

すこやかキッズ

12月13日（木）
午前10時～11時30分 健康管理センター

TEL83-1000
※申込みはいりません

　 0～ 2歳の子供と保護者
　オムツ・ミルク・飲み物
　ふれあい遊び

12月20日（木）
午前10時～11時30分

　 2歳～幼稚園入園前の子供と保護者
　オムツ・飲み物
　読み聞かせ・楽しく遊ぼう

ばんげ保育所に
遊びにおいでよ♪

12月15日（土）
午前 9時30分

～11時30分

ばんげ保育所
TEL83-3202

【みんなで楽しいクリスマス♪】
飲み物は、各自持参してください。
　事前申込みが必要です。

入園前のお子さん
幼稚園に遊びに
来てね♪

1 月25日（金）
午前 9時30分

　～午後 1時
お弁当を一緒に食べ
ましょう。

　町内各幼稚園
※坂下幼稚園では、全
地区のお子さんを受
け入れます。
問　坂下幼稚園
　　TEL 83-2410　

　町内在住の未就園のお子さん
今年度は最後になります。
≪注意事項≫
○ご家族の方の付き添いをお願いいたします。
○動きやすい服装でおいでください。
○食べ物や玩具は持ってこないでください。
※坂下地区は　橋本・仲町・新栄町・柳町・
諏訪町・鉄砲町・新町・新富町・羽林・中村・
原・川西・八幡・高寺になります。

町新春交歓会に
ご参加ください

1 月 7 日（月）
午後 3時～

受付：午後 2時～

　パストラルホール
　　ばんげ
問　行政管理班
　　TEL 84-1503　

平成25年の新春交歓会に参加を希望される方
は、会費を添えて申込みください。
　2,000円
　12月21日（金）まで

坂下初市
大俵引き 1 月14日（月）祝日

　役場前広場
問　㈳会津坂下町
　　観光物産協会
　　TEL 83-2111　

＜引き子募集＞
申込みの際は、住所・氏名・生年月日・連絡
先・足のサイズを報告ください。
　12月28日（金）

ばんげde
マルシェ

12月16日（日）
午前 9時～午後 1時

　旧マルトモ店舗
　　街中店舗
問　商工観光班
　　TEL 83-5711　

詳細は新聞折り込みチラシを
ご覧ください。

司法書士
土地家屋調査士
による相談会

1 月10日（木）
午前 9時30分～正午

老人福祉センター
　TEL 83-2837　

財産、土地家屋問題などに関する困りごとの
相談に応じます。

多重債務
相談窓口

平日
午前 8時30分

～午後 5時15分

福島財務事務所埋財課
(多重債務相談窓口)
TEL 024-533-0064

借金を抱えお悩みの方からの相談に応じてい
ます。借金問題は様々な方法で解決できます。
お気軽にご相談ください。

注　

意

○申し込みは原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申し込みが必要

＝場所  問＝問い合わせ  ＝参加費  ＝内容  ＝対象者  ＝持参物  ＝申込期日  ＝定員  ＝注意点

お information

□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい



坂下幼稚園 若宮小学校若宮小学校 坂下中学校吹奏楽部坂下中学校吹奏楽部

坂下小学校合唱部坂下小学校合唱部

金上小学校金上小学校

広瀬小学校広瀬小学校

坂下小学校合奏部坂下小学校合奏部
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のち
た

私 学校

町内の保育所・幼稚園・小学校・
中学校から、子どもたちの学校で
の様子をお伝えします！

会津坂下町小中学校音楽祭
11月 7 日、会津坂下町小中学校音楽祭が坂
下小学校体育館において行われた。来年統合
を迎える 4小学校は、最後という事もあり地
域色を出した素晴らしい演奏などに大きな拍
手が送られた。
坂下幼稚園の子どもたちも特別出演し、「ば
んげの子どもたち」という独自の曲を歌と合
奏で披露した。最後には、来年統合を迎える
4 小学校の児童全員で合同合唱し、その後、
保護者も含めた会場にいる全員で「もみじ」
を歌い、幕を閉じた。



町の人口と世帯 今月の納税今月の納税

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします

12月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

12月11日（火）～ 1月14日（月）までの情報をお知らせします。

乳幼児健康診査
場　　所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

4 か月児
12月11日（火） 平成24年 7 月15日～ 8月14日生
1月 8日（火） 平成24年 8 月15日～ 9月14日生

2 歳 6 か月児 12月18日（火） 平成22年 6 月・ 7月生
3 歳 6 か月児 12月20日（木） 平成21年 6 月・ 7月生

むし歯予防フッ素塗布
場 所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・フッ素塗布受診券
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
1 歳

1 月11日（金）

平成23年10月・11月生
2 歳 平成22年12月・平成23年 1 月生
3 歳 平成21年12月・平成22年 1 月生
4 歳 平成21年 2 月・ 3月生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

12月23日（日） 平野医院 ☎ 83-2243
1 月 2 日（水） 坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511
1 月 6 日（日） 荒井医院 ☎ 83-2224
1 月13日（日） 遠山眼科医院 ☎ 83-2011

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

【役場周辺】 【学校等における測定結果（11月 9 日）】
マイクロシーベルト／時
月　日 数値
11月 9 日 0.108
11月 8 日 0.122
10月 1 日 0.111
9 月 1 日 0.117
8 月 1 日 0.118
7 月 1 日 0.119

H23. 3 月20日 0.75

校庭の空間線量率の目安1.0マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値
坂下小学校 0.143 坂下幼稚園 0.128
若宮小学校 0.203 若宮幼稚園 0.105
金上小学校 0.214 金上幼稚園 0.214
広瀬小学校 0.161 広瀬幼稚園 0.129
坂下中学校 0.142 ばんげ保育所 0.085

えくぼ遊育園 0.172
▼問い合わせ先　放射能対策室　TEL 84-1527
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人　口………16,943人（－18）

　男　……… 8,077人（－10）

　女　……… 8,866人（－ 8）

世帯数……… 5,396戸（＋ 7）

（11月 1 日現在） 【納期限12月28日（金）】

●介護保険料

●後期高齢者保険料　●住宅使用料

●国民健康保険税　●児童福祉負担金

●上･下水道･農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（12/11～ 1 /14）

12/16日・23日・24日・30日・31日
美登屋設備 ℡83-3401
1/1日～6日・13日・14日
坂下水道 ℡83-2607

戸籍の窓口
10/21～11/20届出分

地　 区　 　 名 　前　 （保護者）
塔　寺　塚　野　優

ゆう

　愛
あ

（雄　太）
本　名　鈴　木　愛

あい

　香
か

（ 仁 ）
古坂下　鈴　木　大

たい

　知
ち

（隆　一）
中　村　生　江　莉

り

　緒
お

（謙　一）
勝　方　二　瓶　大

やま

　和
と

（義　和）
青　木　若　林　花

か

　音
のん

（良　太）
諏訪町　渡　部　樹

いつ

　希
き

（ 拓 ）

柳　町　赤　田　健　司（70歳）
塔　寺　五十嵐　ハルノ（92歳）
和泉川原　平　野　フ　サ（91歳）
羽　林　齋　藤　徹　郎（84歳）
塔　寺　藤　田　正　盛（79歳）
諏訪町　五十嵐　ト　ミ（101歳）
古坂下　 　井　　　壽（87歳）
八日沢　渡　部　　　敏（76歳）
金　上　寺　崎　マ　ツ（79歳）
青　木　齋　藤　喜美代（81歳）
　沖　　須　藤　幸　八（84歳）
諏訪町　薄　　　信　雄（82歳）
青　津　加　藤　光　榮（74歳）
青　木　 　林　富　信（85歳）
中　村　廣　田　六　郎（74歳）
古坂下　江　花　芳　子（81歳）
片　門　長谷川　キヨ子（86歳）
八日沢　武　藤　和　恵（45歳）
柳　町　髙　森　翠　淵（76歳）
桜木町　髙　久　基　哉（85歳）
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坂下中学校屋内運動場・武道場完成

工　事　名 工事内容 予定工期
坂下中学校校内LAN整備工事 校舎内LANケーブル布設 H24.11～H25. 3
坂下中学校旧体育館解体工事 旧体育館解体　1棟 H24.11～H25. 2
坂下中学校グラウンド整備工事 テニスコート2面・直線トラック2コース・倉庫1棟 H24.11～H25.10
坂下中学校プール改築工事 25ｍプール　6コース H24.12～H25. 6
坂下中学校屋外整備工事 園路整備・植栽等（西側） H24.12～H25.10

≪今後の整備予定≫

会津坂下町Facebook（フェイスブック）を運用開始
http://www.facebook.com/town.aizubange　 QRコード


